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方向性のある過重力刺激が細胞挙動に与える影響
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図1　基板に接着した細胞に働く力
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1. 背景・目的

これまでの研究から，生体の細胞が力学的な刺激に対し
て応答を示すことが知られており，力学的な刺激は，細胞
組織に構造を与える手段として利用されている。本研究室
の先の研究では，遠心分離機を用いた過重力環境で筋芽細
胞を培養し，過重力環境で培養された筋管が肥大する傾向
にあることを示した。本研究では，過重力刺激の方向性が
細胞応答に与える影響について調査した。

2. 方　法

細胞の培養はガラス基板上で行った。細胞の接着したガ
ラス基板を遠沈管に挿入し，インキュベータ内（37℃，CO2 

5％）で遠心分離することで，細胞に過重力刺激を負荷し
た。このとき，細胞接着面の方向を刺激方向に対して平行
（図1A），垂直（図1B）方向に設置することで，刺激の方向
に変化を与えた。また，遠心分離機の回転速度を変更する
ことで，100 G，150 Gの大きさの過重力環境を実現した。
過重力刺激実験には，筋芽細胞C2C12，線維芽細胞L929，
ヒト臍帯静脈内皮細胞（human umbilical vein endothelial 

cells: HUVEC）の3種類の細胞を用い，過重力刺激後の細胞
画像を解析した。

3. 結　果

細胞は100 G，150 Gの過重力刺激環境で24時間培養さ
れ，過重力刺激後も接着している様子が観察できた。過重
力刺激は細胞の角度に影響を与え，細胞の角度の分布に偏

りが見られた。C2C12やL929では，過重力刺激による形
状変化は見られなかったが，過重力刺激負荷条件の
HUVECでは，細長く伸展する細胞が観察された。負荷す
る過重力刺激の方向や大きさが，細胞の方向や形状に変化
を与えることが示唆された。

4. 独創性

遠心分離機（過重力刺激）を用いた細胞操作方法の可能
性を示した。
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